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20 井手衆哉，伊藤 純，倉 秀治，萩原世也，木口量夫，廣川俊二，東藤 貢：完全屈曲型人工膝関

節の開発①大腿骨インプラント後方 offset ballの膝窩動脈に及ぼす影響．日本人工関節学会．

2007，２，２-３．抄録集 263．

21 井手衆哉，伊藤 純，長嶺里美，馬渡正明，佛淵孝夫：人工股関節置換術後の下肢および膝関節ア

ライメントの経時的変化の検討．日本整形外科学会学術集会．2007，５，24-27．日整会誌 81：

３，s165．

22 井手衆哉：MIS TKAについての検討．日本膝関節学会．2007，６，14．抄録集 15．

23 伊藤 純，井手衆哉，宮崎真樹，上通一泰，佛淵孝夫：当科における高齢者に対する人工膝関節置

換術．日本人工関節学会．2007，２，２-３．抄録集 344．

24 伊藤 純，井手衆哉，宮崎真樹，上通一泰，佛淵孝夫：膝蓋骨非置換人工膝関節全置換術の検討．

日本整形外科学会学術集会．2007，５，24-27．日整会誌 81：３，s167．

25 伊藤 純，井手衆哉，宮崎真樹，上通一泰，佛淵孝夫：両側同時人工膝関節置換術の検討―周術期

合併症について―．日本整形外科学会学術集会．2007，５，24-27．日整会誌 81：３，s282．

26 伊藤 純，宮崎真樹，上通一泰，佛淵孝夫：セメントレス人工膝関節置換術における術後早期荷重

の検討―Ｘ線変化について―．日本整形外科学会学術集会．2007，５，24-27．日整会誌 81：３，

s169．



27 勝原忠典，坂口淳平，廣川俊二，井手衆哉，伊藤 純，馬渡正明，佛淵孝夫：完全屈曲型人工膝関

節の開発②三次元力学シミュレーションによる深屈曲運動解析．日本人工関節学会．2007，２，２

-３．抄録集 264．

28 河野俊介，菅野大己，春藤基之，安村健介，橋本智久，金子智則：VersysHA/TCP Fiber Metal
 

Taper Stemにおける stress shieldingと骨密度の関係．日本人工関節学会．2007，２，２-３．抄

録集 165．

29 河野俊介，菅野大己，春藤基之，安村健介：大腿骨転子下骨切りを併用した人工股関節全置換術．

日本人工関節学会．2007，２，２-３．抄録集 172．

30 河野俊介，重松正森，園畑素樹，肥後たかみ，北島 将，角田憲治，馬渡正明，佛淵孝夫：Ceramic

-on-ceramic THA（京セラABS system）の中期成績．日本整形外科学会学術総会．2007，５，

24-27．日整会誌 81：４，s389．

31 木口量夫，佐々木誠，井手衆哉，伊藤 純，馬渡正明，佛淵孝夫：完全屈曲型人工膝関節の開発⑤

切断肢を用いた CFK脛骨面への負荷計測実験．日本人工関節学会．2007，２，２-３．抄録集

265．

32 北島 将，古市 格，村田雅和，宮路剛史，古川晃郁：現在の股関節可動域の問題点．日本股関節

学会．2007，10，11～12．

33 北島 将，重松正森，馬渡正明，佛淵孝夫：臼蓋形成不全はＸ線を用いずに予測可能か．日本整形

外科学術集会．2007，５，24～27．日整会誌 81：４，s384．

34 北島 将，重松正森，小河賢司，馬渡正明，佛淵孝夫：大腿骨頭壊死症の発生機序―ヒト骨髄内脂

肪細胞のステロイドに対する反応―．日本整形外科基礎学術集会．2007，10，25～26．日整会誌 81：

８，S882．

35 北島 将，重松正森，園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：人工股関節置換術における Radiographic
 

AngleとOperative Angleの変換図の作成―極座標を用いた方法―．日本人工関節学会．2007，

２，２～３．抄録集 171．

36 北島 将，重松正森，園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：あらゆるカップ形状に応じた人工股関節の

可動域算出法．日本整形外科学術集会．2007，５，24～27．日整会誌 81：３，s86．

37 北島 将，重松正森，園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：臥位と立位のカップ設置角度の違いを簡便

に算出する方法―極座標を用いての算出―．日本整形外科基礎学術集会．2007，10，25～26．日整

会誌 81：８，S1013．

38 北島 将，重松正森，園畑素樹，小河賢司，馬渡正明，佛淵孝夫：極座標を用いた人工股関節の可
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夫：銀系抗菌生体材料の開発⑥チタネートナノチューブの抗菌応用．日本人工関節学会．2007，２，

２-３．抄録集 205．

矢田光徳，井上侑子，鳥飼紀雄，渡 孝則，野田岩男，安藤嘉基，宮本比呂志，馬渡正明，佛淵孝

夫：３．銀系抗菌生体材料の開発(3)―チタネートナノチューブの抗菌応用―．日本骨・関節感染症

学会．2007，６，２．抄録集 42．

米倉 豊，馬渡正明，重松正森，園畑素樹，佛淵孝夫：大転子高位を伴った変形性股関節症に対す

る人工股関節全置換術の検討．日本股関節学会．2007，10，11-12．抄録集 211．

地方規模の学会

1 秋山隆行，本岡 勉，田中博史，上通一泰，田中里紀，馬渡正明，佛淵孝夫：加速度センサーによ

る人工股関節全置換術前後の運動量評価．西日本整形・災害外科学会．2007，12，８-９．整形外科

と災害外科 56：２，25．

2 會田勝広，浅見昭彦，釘本康孝，森永穣地：腰髄部神経鞘腫の臨床症状の検討．西日本整形・災害

外科学会．2007，６，９～10．整形外科と災害外科 56：１，56．

3 本家秀文，増田武志，菅野大己，春藤基之，安部聡弥：Chiari骨盤骨切り術の成績．北海道整形災

害外科学会．2007，６，23．抄録集 12．



4 本家秀文，佐藤栄修，百町貴彦，吉本 尚，柳橋 寧，星野雅俊：固定隣接椎間障害を疑った黄色

帯内血腫の１例．北海道脊椎疾患研究会．2007，11，17．

5 池辺智史，井手衆哉，伊藤 純，馬渡正明，佛淵孝夫：人工膝関節全置換術における在院日数減少

に伴う医療連携の拡大について．西日本整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外

科 56：１，22．

6 北島 将，重松正森，園畑素樹，小河賢司，馬渡正明，佛淵孝夫：極座標から求める臥位と立位の

カップ設置角度差．西日本整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：１，

120．

7 前田和政，森本忠嗣，重松正森 ,園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：Hip-Spin Syndorme（第14報）

―変形性股関節症における腰椎不安定性の検討．西日本整形・災害外科学会．2007，12，８-９．整

形外科と災害外科 56：２，29．

8 馬渡正明，佛淵孝夫：後側方アプローチによる人工股関節置換術の実際．西日本整形・災害外科学

会．2007，12，８-９．整形外科と災害外科 56：２，163．

9 馬渡正明，石田典之，北島 将，重松正森，園畑素樹，佛淵孝夫：可動域を拡大した人工股関節カッ

プの開発とその臨床応用．西日本整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：

１，６．

10 森永穣地，長嶺里美，重松正森，佛淵孝夫：ceramic on ceramic THA術後ライナー脱転の危険因

子に関する検討．西日本整形・災害外科学会．2007，12，８-９．整形外科と災害外科 56：２，

22．

11 長嶺里美，井手衆哉，上通一泰，伊藤 純，佛淵孝夫：Coxitis kneeにおける膝関節痛の検討．西

日本整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：１，38．

12 西古亨太，森本忠嗣，池辺智史，上杉勇貴，重松正森，馬渡正明，佛淵孝夫：全身関節弛緩性の評

価法の検討．西日本整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：１，145．

13 野崎 修，古市 格，廣田康宏，村田雅和，宮路剛史，小関弘展，古川晃郁：中高齢者の上腕骨近

位端骨折に対する proximal humeral nailing system(stryker T2)の使用経験．西日本整形・災

害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：１，85．

14 小河賢司，重松正森，園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：急速破壊型股関節症の検討；第10報―RDC

疑い症例についての検討．西日本整形・災害外科学会．2007，12，８-９．整形外科と災害外科 56：

２．

15 小河賢司，重松正森，北島 将，園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：急速破壊型股関節小の検討；第

９報―構築学的 RDCの検討―．西日本整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外

科 56：１，111．

16 重松正森，田中里紀，馬渡正明，佛淵孝夫：人工股関節全置換術後の歩行回復過程の検討．西日本

整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：１，116．

17 嶋崎貴文，東藤 貢，石田典之，馬渡正明，佛淵孝夫：京セラABSライナー破損原因の検討―摺動

面に生じる吸着力の測定―．西日本整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：

１，122．

18 染矢晋佑，井手衆哉，上通一泰，伊藤 純，佛淵孝夫：人工膝関節置換術後 大腿骨顆上骨折に対

する治療経験．西日本整形・災害外科学会．2007，12，８-９．整形外科と災害外科 56：２，34．



19 染矢晋佑，王寺亨弘，吉本隆昌，宮城 哲，松田秀策：膝蓋大腿関節症に対する治療経験．西日本

整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：１，41．

20 徳重厚典，園畑素樹，重松正森，馬渡正明，佛淵孝夫：内転位強直股関節に対する人工股関節置換

術についての検討．西日本整形・災害外科学会．2007，12，８-９．整形外科と災害外科 56：２．

21 塚本正紹，北島 将，重松正森，園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：人工股関節全置換術における術

後悪心・嘔吐の検討．西日本整形・災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：

１，116．

22 上通一泰，重松正森，上通由紀子，馬渡正明，佛淵孝夫：クロスリンクポリエチレンとジルコニア

骨頭を有する人工股関節におけるポリエチレン磨耗の検討．西日本整形・災害外科学会．2007，12，

８-９．整形外科と災害外科 56：２，22．

23 上杉勇貴，森本忠嗣，北島 将，重松正森，園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：Hip-Spine Syndrome

（第13報) ～変形性股関節症患者における骨盤傾斜および腰椎側湾の術後変化～． 西日本整形・

災害外科学会．2007，６，９-10．整形外科と災害外科 56：１，110．

24 米倉 豊，重松正森，田中里紀，園畑素樹，馬渡正明，佛淵孝夫：寛骨臼移動術後の脚長差ならび

に歩行の検討．西日本整形・災害外科学会．2007，12，８-９．整形外科と災害外科 56：２，27．

その他の学会等

1 會田勝広：腰下肢痛疾患のブロック注射を中心とした保存的治療の成績．2007佐賀脊椎フォーラム．

2007，８，３．

2 井手衆哉，伊藤 純，倉 秀治，廣川俊二，東藤 貢，萩原世也，木口量夫，馬渡正明，佛淵孝夫：

大腿骨インプラント後方 offset ballの膝窩動脈に及ぼす影響．CFK研究会．2007，３，24．

3 井手衆哉，伊藤 純，倉 秀治，廣川俊二，東藤 貢，萩原世也，木口量夫，馬渡正明，佛淵孝夫：

和式生活様式に対応した人工関節の開発．第２回人工関節とバイオメカニクス・バイオマテリアル．

2007，９，29．

4 北島 将，古市 格：整形外科手術後の回復過程の検討．第61回国立病院総合医学会．2007，11，

16～17．

5 本岡 勉，田中博史，石井英樹：リスフラン関節損傷．第５回佐賀骨折治療研究会．2007，３，３．

6 小河賢司，上通一泰，馬渡正明，佛淵孝夫：２．急速破壊型股関節症における両側発症例の検討．

第36回リウマチの外科研究会．2007，８，25．抄録集 34：２，61．

7 重松正森，西古亨太，馬渡正明，佛淵孝夫：強直股関節に対する人工股関節全置換術の検討 Total
 

hip arthroplasty for ankylosed or arthrodesed hips.第36回リウマチの外科研究会．2007，８，

25．抄録集 34：２，62．

8 上通一泰，伊藤 純，井手衆哉，宮崎真樹，佛淵孝夫：強直膝に対する人工膝関節置換術の経験．

第36回リウマチの外科研究会．2007，８，25．抄録集 34：２，57．

9 矢田光徳，井上侑子，御厨俊介，鳥飼紀雄，渡 孝則，安藤嘉基，野田岩男，佛淵孝夫：金属チタ

ン上でのチタネートナノ構造体薄膜の合成と抗菌特性評価．第60回コロイドおよび界面化学討論会．

2007，９，20-９，22．



研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 佛淵 孝夫 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患克

服研究事業

（分担）

特発性大腿骨頭壊死症の予防と治療の

標準化を目的とした総合研究

600

教 授 佛淵 孝夫 厚生労働科学研究費補助金 医薬品・医療

機器等レギュ

ラトリーサイ

エンス総合研

究事業

（分担)

植込み型又はインプラント医療機器の

不具合情報の収集及び安全性情報の提

供のあり方に関する研究

1,000




